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　１月 11日、平成 21年紀美野町消防訓練初め式
が農村総合センターで行われ、式典終了後、同セ
ンター下の河原で放水訓練が実施されました。 

【16 面に関連記事】
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平
成
20
年
第
４
回
紀
美
野
町

議
会
定
例
会
は
、
昨
年
12
月
９

日
に
招
集
さ
れ
、
18
日
ま
で
の

10
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

提
出
議
案
は
、
平
成
20
年
度

各
会
計
補
正
予
算
を
は
じ
め
、

条
例
の
制
定
及
び
改
正
、
工
事

請
負
契
約
の
変
更
な
ど
案
件
18

件
が
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
ほ
か
、
陳
情
１
件
が

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
別
委
員
会
に
付
託

さ
れ
、
審
査
さ
れ
て
い
ま
し
た

一
般
会
計
な
ど
10
件
の
平
成
19

年
度
決
算
に
つ
い
て
も
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

議  

案
条
例
の
制
定

□
紀
美
野
町
議
会
の
議
員
の
定

数
を
定
め
る
条
例
に
つ
い
て

　

議
員
の
定
数
が
14
人
（
現

在
16
人
）
と
定
め
ら
れ
、
次

の
一
般
選
挙
か
ら
適
用
さ
れ

ま
す
。

条
例
の
改
正

□
紀
美
野
町
職
員
の
勤
務
時

間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例

及
び
紀
美
野
町
職
員
給
与
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

□
紀
美
野
町
総
合
運
動
場
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　
　

紀
美
野
町
総
合
運
動
場

（
若
者
広
場
）
が
４
月
１
日

か
ら
「
紀
美
野
町
ス
ポ
ー
ツ

公
園
」
と
名
称
が
変
わ
り
ま

す
。

□
紀
美
野
町
国
民
健
康
保
険

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

工
事
請
負
契
約
の
変
更

□
平
成
19
・
20
年
度
紀
美
野
町

総
合
運
動
場
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
整
備
工
事

　

契
約
金
額

　
（
１
億
６
，６
９
９
万
９
５
０
円
）

そ
の
他

□
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て
（
紀
美
野
町
セ
ミ
ナ
ー

ハ
ウ
ス
未
来
塾
）

□
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て
（
紀
美
野
町
山
の
家
お
い

し
）

陳　

情

□
国
道
３
７
０
号
美
里
バ
イ
パ

ス
道
路
か
ら
神
野
保
育
所
へ
の

進
入
道
路
の
整
備
に
つ
い
て

※
平
成
20
年
度
各
会
計
補
正
予

算
は
、上
表
の
と
お
り
で
す
。

地区担当 氏　　名 電話番号 地区担当 氏　　名 電話番号 地区担当 氏　　名 電話番号

民
生
委
員
・
児
童
委
員
地
区
担
当
名
簿

下佐々
下佐々
下佐々
下佐々
下佐々
動　木
動　木
動　木
小　畑
小　畑
小　畑
小　畑
柴　目
長　谷
吉　野
吉　野
福　井
梅　本

佐々本　ヤヨミ
田 渕　 晴 民
向 井　 紀 弘
佐々中　祥泰
山 本　 幸 二
清 田　 憲 次
寺中　シゲミ
寺 中　 俊 也
西 本　 順 好
柳 瀬　 正 代
三上　友三郎
柳 瀬　 フ ヂ
西 原　 貢
向 江　 忠 子
中 家　 俊
坂垣内　文子
西 谷　 修 二
南　 智 子

489-2384
489-3024
489-2390
489-3326
489-2415
489-5410
489-5100
489-2734
489-4724
489-4689
489-2185
489-3119
489-3415
489-3861
489-2323
489-3553
489-3496
489-2963

奥佐々
中　田
坂　本
東　野
西　野
釜　滝
松　瀬
国木原
福　田
福田・永谷
神野市場１・２
神野市場３・４
野中･安井・南畑
箕六・樋下
上ヶ井・三尾川
大角･津川
明添・鎌滝
赤木・高畑・桂瀬

小 谷　 尊 規
大 谷　 延 由
北 谷　 茂 昭
西 山　 清 治
赤 阪　 恵 子
北　 雅 允
潰 崎　 久 美
神谷　久美子
東　 佳 代
北 谷　 泱
土 屋　 育 子
柳 本　 文 子
東垣内　秀廸
森 谷　 輝 美
北 峯　 範 之
松 本　 規
西　 く み 子
仲 前　 充 子

489-3597
489-3785
489-3247
489-3462
489-3774
489-4266
489-3209
489-3778
495-2301
495-2115
495-3351
495-2484
495-2400
495-2159
495-2801
495-2548
495-2876
495-2578

今西・松ヶ峯・菅沢
田
谷

中・滝ノ川
毛原下・小西
毛原中・毛原宮
毛原宮・毛原上
毛原上・長谷宮
長谷宮

井堰・蓑垣内
真国宮・蓑津呂
花野原・初生谷･北野
円明寺・勝谷・四郷

前　　 完 侑
榎 本　 真 弓
中 尾　 登
井 谷　 洋 子
中 谷　 明 己
西 澤　 保 行
西 　 　 茂
大 和　 公 明
中前セツ子
中 前　 廣 美
谷 口　 博 信
大 西　 幸 雄
部屋浦　ハマ子

498-0241
498-0152
498-0220
498-0227
499-0460
499-0232
499-0178
499-0472
499-0234
497-0067
497-0397
497-0166
497-0463

主任児童委員

町内全域
堀　 有 子
森谷　美喜子
木 元　 敦 子

489-2001
495-2222
499-0126

議
会
だ
よ
り
第
4
回
定
例
議
会

（単位：千円）
平成２０年度　補正予算

一般会計補正予算の主な内訳

会　計　区　分 補正額 補正後の歳入
歳出予算額

一　般　会　計 170,225 7,711,005 

特
別
会
計

国民健康保険事業特別会計 93,671 1,550,467 
国民健康保険診療所事業特別会計 0 113,970 
後期高齢者医療特別会計 14 328,022 
介護保険事業特別会計 35,518 1,447,482 
のかみふれあい公園運営事業特別会計 175 61,419 
農業集落排水事業特別会計 201 26,045 
野上簡易水道事業特別会計 2,828 311,303 
美里簡易水道事業特別会計 164 118,173 

　　　　　　　　　企　業　会　計
公営
企業 上水道事業会計(収益的収支) 0 125,598 

・防災対策発電機設置事業 45,164 
・農作物鳥獣害対策強化事業 1,776 
・スポーツ運動公園
  リニューアルオープニングセレモニー

1,000 

・減債基金積立金 80,000 

あなたの地区の民生委員、児童委員さん
下記の方々が地区担当民生委員、児童委員です。
主な仕事は次のとおりです。

　その他、生活や悩みごとに関することは、お近
くの民生委員・児童委員に相談して下さい。秘密
は厳守されます。
　くわしいことは、民生委員・児童委員協議会ま
で連絡して下さい。（保健福祉課  TEL 489-9960)

○ 高齢者福祉に関すること。
○ 児童福祉に関すること。
○ 生活保護に関すること。

○ 身体障害者福祉に関すること。
○ 母子福祉に関すること。
○ 青少年健全育成に関すること。

（
敬
称
略
）

（単位：千円）
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平成19 年度決算の公表
　一般会計決算は、歳入総額 73 億 3,598 万円、歳出総額 70 億 9,542 万円で差引残高 2億 4,056 万円となり、そのうち翌
年度へ繰越すべき財源の 572 万円を差し引いた 2億 3,484 万円が実質収支（黒字）となりました。
　平成 19 年度は、住民の生命・身体・財産の安全を守る「安全、安心のまちづくり」を構築する年となりました。
　近年起こりうると予想される東南海・南海地震に備えて、「防災行政無線通
信施設整備事業」、「防災ヘリコプター緊急離発着場整備事業」、「美里中学校耐
震補強事業」等が施行されました。
　また、各地域に「自主防災組織」を設立し、有事の際の体制づくりが進めら
れました。
　地方自治体の財政は、極めて厳しい状況が続いています。しかし、限られた
財源の中で、行政効率の向上を目指し、効果あるサービスを提供していきます。

会　計　区　分 歳入 歳出 差引

一　般　会　計 73億3,598 70億 9,542 2億4,056

特
別
会
計

国民健康保険事業 16億5,509 16億 4,454 1,055

国民健康保険直営診療所事業 1億1,659 1億 556 1,103

野上簡易水道事業 2億1,397 1億 8,904 2,493

美里簡易水道事業 3億7,867 3億 7,793 74

老人保健事業 20億1,369 20億 1,891 △ 522

農業集落排水事業 2,522 2,475 47

介護保険事業 13億5,385 13億 3,102 2,283

のかみふれあい公園運営事業 8,052 6,170 1,882

企業
会計 上水道事業会計（収益的収支） 1億2,959 1億 2,183 776

現年課税分 滞納繰越分 合計

市町村民税 4億40 326 ４億366

固定資産税 4億8,199 505 4億 8,704

軽自動車税 2,856 44 2,900

町たばこ税 4,137 － 4,137

入 湯 税 408 － 408

合　　　 計 ９億5,640 875 9億 6,515

平成18年度末
現在高

平成19年度
発行額

平成19年度償還額 平成19年度末
現在高元金 利子 計

129億 50 10億 9 14億72 2億 48 17億19 124億 87

( 単位：万円 )

( 単位：万円 )町税の内訳 (単位：百万円)地方債残高の状況

町民１人当り
使われたお金
619,039円

町民１人当り
納めたお金
84,204円

１世帯当り
使われたお金
1,528,857円

１世帯当り
納めたお金
207,961円

人口11,462人
（平成20年3月31日現在）

世帯数4,641戸

※普通会計ベースによる算定

（　）内は構成比
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　成人を迎えられた皆さん、おめ
でとうございます。
　夢と希望を現実のものにできる
力と若さは、あなた方の特権です。
失敗を恐れず何事にもチャレンジ
し、そして、人生の目標に向かっ
て歩んでいってください。
　ここでは４名の新成人の方に、
“成人を迎えて”の感想を聞か
せていただきました。

　

こ
の
度
は
、
成
人
式
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
、
多
く
の
方
々

に
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
昨
年
、
希
望
の
大
学
を

目
指
し
て
、
親
元
を
離
れ
て
寮

に
入
り
、
予
備
校
に
通
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
学
ん
だ
こ
と

は
受
験
の
知
識
だ
け
で
は
な
く
、

家
族
、
親
戚
、
友
人
の
存
在
が

ど
れ
ほ
ど
大
き
か
っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

今
、
希
望
の
大
学
に
入
学
で

き
、
無
事
に
成
人
式
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
た
の
も
、
そ
の
よ

う
な
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
大
人
と
し
て
の
自

覚
と
責
任
を
持
っ
て
、
社
会
に

貢
献
し
、
私
も
誰
か
の
支
え
と

な
る
よ
う
な
人
間
に
な
り
た
い

で
す
。

　

本
日
、
成
人
式
と
い
う
大
き

な
人
生
の
節
目
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
こ
れ
か
ら
変
わ
り
ゆ
く

社
会
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
夢

や
希
望
を
持
っ
て
生
き
て
い
く

の
か
を
考
え
る
よ
い
機
会
だ
と

感
じ
、
身
が
引
き
締
ま
る
思
い

が
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
大
切
に
育
て
て
く

れ
た
両
親
に
感
謝
す
る
と
と
も

に
、
周
り
の
多
く
の
方
々
に
教

え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
教
訓

と
し
て
生
か
し
、
自
分
の
意
志

で
決
め
た
「
保
育
士
に
な
り
た

い
」
と
い
う
レ
ー
ル
の
上
を
し
っ

か
り
歩
い
て
、
社
会
に
貢
献
で

き
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
盛

大
な
成
人
式
を
開
い
て
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
度
は
、
盛
大
な
成
人
式

を
開
い
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
ま
で
支
え

て
く
だ
さ
っ
た
多
く
の
方
々
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。
今
日
、
成

人
式
を
迎
え
ま
し
た
が
、
ま
だ

自
立
し
た
大
人
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
社
会
の
一
員
と

し
て
、
今
ま
で
以
上
に
自
分
の

意
志
を
し
っ
か
り
と
持
ち
、
責

任
あ
る
行
動
を
取
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
先
、
く
じ
け
そ
う
に
な

る
事
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

目
標
を
達
成
で
き
る
よ
う
に
努

力
し
、
多
く
の
方
々
の
役
に
立

ち
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
は
、
私
た
ち
の
た
め

に
盛
大
な
成
人
式
を
開
催
し
て

頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
今
日
ま
で
支
え
見
守
っ

て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
感
謝
の

気
持
ち
で
一
杯
で
す
。
こ
の
二
十

年
間
を
振
り
返
る
と
様
々
な
こ

と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

成
人
式
を
迎
え
一
歩
大
人
に

な
っ
た
と
は
い
え
、
ま
だ
ま
だ

至
ら
な
い
こ
と
も
多
く
、
皆
様

に
ご
迷
惑
を
お
掛
け
す
る
こ
と

も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
目
標

に
向
か
い
精
一
杯
自
分
に
で
き

る
こ
と
を
し
、
地
域
や
社
会
に

貢
献
し
て
い
け
る
よ
う
努
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

二
十
歳
の
誓
い

二
十
歳
の
誓
い

前谷留美さん
（西　野）

福嶋晃佑さん
（神野市場 )

北原裕嗣さん
（柴　目）

南條友見さん
（毛原宮）
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第
３
回
紀
美
野
ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ
ン
大
会

が
12
月
21
日
（
日
）、
の
か
み
ふ
れ
あ
い
公

園
で
、
町
内
は
も
と
よ
り
、
福
岡
や
東
京
か

ら
約
一
，
二
〇
〇
名
が
参
加
し
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

み
ん
な
ス
タ
ー
ト
位
置
に
つ
く
と
、
白
い

息
を
吐
き
な
が
ら
号
砲
に
耳
を
澄
ま
せ
、
鳴

る
と
同
時
に
勢
い
よ
く
飛
び
出
し
て
い
き
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
冬
の
寒
波
の
谷
間
で
大
変
暖
か

く
気
持
ち
の
良
い
お
天
気
で
し
た
。

　

走
っ
た
後
は
、
温
か
い
う
ど
ん
と
コ
ー
ヒ
ー

が
振
舞
わ
れ
、
お
い
し
そ
う
に
口
に
運
ん
で

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
大
会
に
は
、
約
二
八
〇
名
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
準
備
段
階
か
ら
当

日
運
営
ま
で
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

　

２
月
７
日
、
８
日
に
東
京
の
赤
坂
Ｂ
Ｌ
Ｉ

Ｔ
Ｚ
（
赤
坂
サ
カ
ス
内
）
で
開
催
さ
れ
る
ヤ

マ
ハ
エ
レ
ク
ト
ー
ン
コ
ン
ク
ー
ル
２
０
０
８

に
紺
谷
壮
志
君
（
神
野
市
場
）
が
出
場
さ
れ

ま
す
。
こ
の
大
会
は
、
現
役
の
講
師
や
音
大

生
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
オ
ー
プ
ン
エ
イ
ジ
か

ら
エ
ン
ト
リ
ー
が
あ
り
、
ビ
デ
オ
審
査
、
エ

リ
ア
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
経
た
精
鋭
の
中
よ

り
、
国
内
13
名
と
海
外
２
名
の
合
わ
せ
て
15

名
が
出
場
す
る
、
文
字
ど
お
り
２
０
０
８
年

度
ヤ
マ
ハ
エ
レ
ク
ト
ー
ン
Ｎ
Ｏ
１
を
決
め
る

大
会
で
す
。

　

紺
谷
君
は
、
４
歳
か
ら
エ
レ
ク
ト
ー
ン
を

習
い
始
め
、
地
元
の
教
室
に
週
１
回
通
い
、

今
ま
で
ジ
ュ
ニ
ア
の
大
会
に
は
出
場
経
験
が

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
こ
の
大
会
へ
は

初
め
て
の
エ
ン
ト
リ
ー
で
見
事
出
場
を
果
た

さ
れ
ま
し
た
。
大
会
へ
の
出
場
が
決
ま
っ
て

か
ら
は
、
練
習
課
題
も
多
く
大
変
な
よ
う
で

す
が
、本
番
で
の
健
闘
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
Ｙ
Ｅ
Ｃ
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
イ
ト

を
ご
覧
下
さ
い
。

　

師
走
の
紀
美
野
路
を
駆
け
抜
け
る

ヤ
マ
ハ
エ
レ
ク
ト
ー
ン

　

コ
ン
ク
ー
ル
２
０
０
８ 

出
場
!!

紺
谷
壮
志
君(

桐
蔭
高
校
２
年
生)

自宅でエレクトーンを
弾く紺谷君　　　　　

元気よくスタートするクォーターマラソンの選手たち

クロスカントリー（2km）に出場された
ゲストランナーの西口美和子さん

力走する選手たち
（クロスカントリー・２km 小学 4～6年女子）
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事業名 対象・内容等 日時
健康相談 健康診断書の作成

一般健康相談
２月１０日（火）　　９：００～１１：００
２月２４日（火）　　９：００～１１：００

エイズ検査 エイズの各種相談 ２月１０日（火）　　９：００～１１：００
２月２４日（火）　　９：００～１１：００

検便 ２月１０日（火）　　９：００～１１：００
２月２４日（火）　　９：００～１１：００

こころの健康相談 心の健康上、不安をもつ方及び家族
※精神科医師が相談に応じます。
※２/７はアルコール依存を中心に相談実施

２月１９日（木）　１３：３０～
２月２３日（月）　１３：３０～
※予約制です。

骨髄バンク
登録検査

骨髄提供者（ドナー）の登録をするための血液検査と登録手
続きを行います。

２月１０日（火）　１０：００～１１：００
２月２４日（火）　１０：００～１１：００
※予約制です。

医療安全相談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日～金曜日　　９：００～１７：００
エイズ即日検査 検査結果は約１時間後（確認検査が必要と判断された場合は

約２週間後）にお知らせします。
２月２４日（火）　１７：００～１９：００
※予約制です。

★保育所開放のご案内〈お申込みは、各保育所まで〉

教室名 日　　時 場　　所
コアラ ２月１０日（火）９：３０～１１：３０ 子育て支援センター（わらべうた）
カンガルー ２月２４日（火）９：３０～１１：００ 総合福祉センター

★子育て支援センター・自然体験世代交流センター開放、育児相談のお知らせ
親子、友達との遊び場として、ご活用下さい。　（対象）紀美野町在住の子どもと保護者

子育て支援センター

自然体験世代交流センター

育児相談

毎 週 月 曜 日 ／ 9：00～11：30・14：00～16：30
第１・３・５週の木曜日 ／ 9：00～11：30

鎌滝６３６ （℡４９５－３１２７）　毎月　第２・４週の木曜日／9：30～11：30

センター開放日と同じ日・時で行います。　（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
※子育てに関する悩み等、個別に面接・電話・訪問相談を行います。

お問い合わせ、お申し込みは、海南保健所まで　　海南市大野中９３９　（℡　４８２－０６００）

2月の日程
■場　所：総合福祉センター  ４日・１８日・２５日（第１・第３・第４水曜日）
■時　間：午前９時～１１時
★母子手帳・健康手帳をお持ちの方は、必ず持ってきて下さい。
★ご希望により血圧測定・検尿・体脂肪測定・骨密度測定もおこないます。

お問い合わせ先
　　　保健福祉課  TEL ４８９－９９６０

虐待予防に関する相談窓口 地域包括支援センター（保健福祉課）
〔連絡先〕平日（８：30～17：30）℡489－9960（直通）
　　　　休日・夜間（17：30以降）℡489－2430
〔場　所〕紀美野町下佐々1408－4  紀美野町総合福祉センター内

★遊びの教室のご案内
〈お申込みは、支援センター　℡489-9711まで〉

○第一保育所：２月３日（火）・１７日（火）℡４８９－２１４４
○第二保育所：２月９日（月）・２３日（月）℡４８９－４９５３
○小川保育所：２月６日（金）・２０日（金）℡４８９－２４０５

○神野保育所：２月　４日（水）・１８日（水）℡４９５－２０４９
○毛原保育所：２月１８日（水）・２５日（水）℡４９９－０１３１

■内　容：健康に関することすべて
■対象者：住民すべての方

　なお、いずれの行事も今年度に入り初めて参加される方は、申込みよろしくお願いします。　　　　　　

※留守の場合は、第二保育所

海 南 保 健 所 だ よ り
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障がい者巡回相談のお知らせ
　指定相談支援事業所による巡回相談を下記のとおり実施します。
　障がいのある人、その保護者、介護者などからのさまざまな相談に応じ、必要な情報の提供や権利擁護の
ための必要な援助などを行います。
　巡回相談は、原則予約となりますので、直接事業所に連絡してください。（家庭訪問も行います。）
　なお、巡回相談日以外でも相談に応じていますので、下記事業所までご連絡ください。

お問い合わせは保健福祉課まで（℡４８９－９９６０）

対　象　者 月　日 場　所・時　間 予　約　先

精神障がいの方・
家族の方 2月　3日（火） 総合福祉センター　　 9時 30 分～正午　　

美里支所　　　　　　13 時 30 分～ 16 時

　野上厚生病院内
　相談支援事業所
　℡ 489-2908

身体障がいや
知的障がいの方・
家族の方

2月 18 日（水） 総合福祉センター　　 9時 30 分～正午
美里支所　　　　　　13 時 30 分～ 16 時

　療育センターA
あおい

OI
　℡ 483-0454

「自死遺族のための講演会」のご案内
　大切な人を自死（自殺）で失うことはとてもつらいことです。
　遺された人は言葉では言い表せない悲しみや苦しみなど、さ
まざまな想いに心が揺れ動いたりします。
　重苦しい気持ちを一人でかかえ込んで悩んでいませんか？
　今回、そのような悲しみからの回復をお手伝いするため、講
演会を開催します。

対　象 大切な人を自死（自殺）で失った方
（家族・知人・友人）に限ります。

と　き 平成２１年　２月２１日（土）
１３時３０分～１５時３０分

場　所 和歌山ビッグ愛　５階　５０４会議室
（和歌山市手平２丁目１－２）

内　容 ①講演　「悲しみからの回復のために」
講師　高野山大学文学部スピリチュアルケア学科
　　　非常勤講師
　　　和歌山大学保健管理センター　心理相談員
　　　臨床心理士　森崎　雅好氏
②自死遺族からのメッセージ：「家族のおもい」

参加費 無料
申込先 和歌山県精神保健福祉センター

（和歌山市手平２丁目１－２）
電　話　０７３－４３５－５１９４または
ＦＡＸ　０７３－４３５－５１９３
　　　　（住所・氏名・連絡先を明記して下さい。）

フッ素塗布・歯科健診のお知らせ
日時：２月２２日（日）　9:30～ 11:00　受付
場所：総合福祉センター

　歯科健診は、町民の方ならどなたでも受けていただけます。
　皆さんぜひお越し下さい！

きみの長寿プラン２００９、障害福祉計画
の第３回策定委員会の内容について

　平成２０年１２月１１日に第３回策定委員会が開催
されました。 
　内容は（１）第２期障害福祉計画案について、（２）（昨
年7月に町民の方にご協力いただいた）アンケートに
よる意見・提言への対応について、（３）平成１８年
度からの介護保険給付分析について、（４）介護保険
料の推計について、（５）きみの長寿プラン２００９
に盛り込むべき項目について検討を行いました。 
　介護保険料に関係する介護給付費の分析について、
平成１８年度から平成１９年度の高騰について検討し
ました。利用額が高騰したサービスの種類は、訪問介
護（ホームヘルパー）・短期入所（ショートステイ）・
グループホームの入居・特別養護老人ホームほか施設
入所にかかる費用でした。また、要介護認定者の介護
度の状況が悪化の傾向にあり、転倒による骨折と脳梗
塞等の脳血管疾患及び認知症が大きな原因と考えられ
ました。 
　保険料につきましては、介護給付費の上昇が進んで
いる状況の中、更に平成２１年度からは、介護従事者
の処遇改善のために、介護報酬が３％上昇することに
なっていることや、６５歳以上の方は、今まで介護給
付費の１９％を介護保険料としてご負担していただい
ていたものが、平成２１年度からの３年間は２０％と
高くなることになっていること等、引き上げ要因が多
くなっています。 
　以上のことから、きみの長寿プラン２００９には、
転倒予防や脳卒中や認知症などの介護予防の強化に努
めるとともに、現在の介護給付費の適正化の強化を盛
り込む予定にしています。 

保健福祉課　介護保険係
℡ ４８９－９９６０

献血にご協力お願いします
日時：平成21年２月6日（金）13:30～ 16：00
場所：特別養護老人ホーム美里園前

※血液が不足していますので、皆様のご協力よろしくお願い
　します。
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平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
で

は
、
い
ま
だ
請
求
さ
れ
て
い
な
い

恩
給
欠
格
者
、戦
後
強
制
抑
留
者
、

引
揚
者
の
「
ご
本
人
」
に
、『
特

別
慰
労
品
』
を
贈
呈
し
て
い
ま

す
（
ご
遺
族
の
方
は
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
）。｢

引
揚
者｣

は
、
終

戦
の
日
ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上

外
地
で
生
活
し
て
い
て
戦
後
引
き

揚
げ
て
き
た
家
族
全
員
が
対
象
で

す
。

　

請
求
書
等
は
、
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
内 

保
健
福
祉
課

美
里
支
所
内 

住
民
福
祉
室
に
置

い
て
あ
り
ま
す
。

請
求
期
限
は
、
平
成
21
年
3
月
31

日
ま
で
で
す
。
未
請
求
の
方
は
、

早
急
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

資
格
要
件
等
の
質
問
は
、
次
の

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特

別
基
金
ま
で
。　
　
　
　
　

（
請
求
に
関
す
る｢

お
問
合
せ｣

や｢
ご
相
談｣

は
無
料
で
す
。）

無
料
電
話
：
０
１
２
０―

２
３
４

―

９
３
３ 
（
月
〜
金
、
９
時
15
分

〜
17
時
15
分
、
土
日
祝
日
休
）

平
成
21
年
３
月
31
日
で

　

｢

特
別
慰
労
品｣

贈
呈
の

　
　
　

受
付
が
終
了
し
ま
す
。

＊平成２１年４月から
　　『ねんきん定期便』をお送りします ＊
　平成２１年４月から、毎年１回被保険者お一人お一人に、年
金保険料納付実績や年金額の見込みなど、年金に関する個人情
報を分かりやすく記載した『ねんきん定期便』を送付する予定
です。
　○送付対象者・・・国民年金、厚生年金の被保険者
　○実施時期・・・・平成２１年４月から（予定）
　○送付周期・・・・毎年誕生月に送付

紀美野町公民館主事の募集について
募集内容は次のとおりです。

勤務内容 公民館事業の企画運営、団体サークルの指導助言及び
公民館の管理。

勤務場所 小川地区公民館（紀美野町中田23番地）

募集人員 1人

雇用条件 平成21年4月1日現在、18歳以上で60歳まで
の方。（定年は65歳です。）

雇用期間 平成21年4月1日～平成22年3月30日
更新することがあります。

勤務時間  ・月、木、日曜日　午後１時から午後５時
 ・水、金、土曜日　午後１時から午後４時
　　　　　　　　　午後７時から午後９時30分
（4月１日から9月30日までの間は、午後７時30
分から午後10時）
ただし、変更する場合があります。

休日 １　毎週火曜日、国民の休日
２　12月29日から1月3日まで

報酬 １　報酬：月額95,000円
２　昇給、賞与及び退職金：無し

選考方法 作文及び面接試験

試験日時 平成21年2月19日（木）午前10時

試験場所 紀美野町中央公民館2階視聴覚室

お申込み方法
及び締め切り

履歴書持参の上、2月16日（月）までに下記へ申し
込んでください。（受付は月曜日から金曜日の午前8
時30分から午後5時30分です。）

お申込み先 紀美野町教育委員会生涯学習課（中央公民館　
℡489-5915）または教育委員会学事生涯学習室（文
化センター　℡495-9055）

業務内容の
お問合せ先

紀美野町教育委員会生涯学習課（中央公民館）

指定管理者を指定しました
　紀美野町は、平成21年4月から指定管理者に
より施設管理を行う2施設について、指定管理者
を指定しました。指定期間はいずれの施設も平成
21年4月1日から平成24年3月31日までの
3年間です。

施　設　名 所管課 指定管理者 公募・非公募の別

紀美野町セミナーハウス未来塾
（紀美野町田25番地）

生涯学習課 げんき未来塾 公　募

紀美野町山の家おいし
（紀美野町中田899番地29）

産業課
特定非営利活動法人
生石山の大草原保存会

公　募

海南海草老人福祉施設事務組合物品役務
提供受注資格者の登録について

　平成21年度に海南海草老人福祉施設事務組合が発注する
物品の製造・販売等の入札に参加される方は、必ず期限まで
に申請書及び必要書類を提出してください。

＊受注資格の有効期間
　管内業者にあたっては単年度。管外業者にあたっては2年
間有効。＊管外業者で平成20年に登録された場合は、今回
申請する必要はありません。
＊申請書の提出期間
　平成２1年２月2日から平成２1年２月２7日まで。但し、
日曜日・土曜日及び祝日・休業日は除く。(午前８時３０分
から午後５時までの間、但し、正午から午後１時までは除く )
＊申請書は事務局での配布のほか、当園ホームページからも
ダウンロードできます。
＊提出方法
　持参または郵送（最終日消印有効）
＊問い合わせ
　特別養護老人ホームやすらぎ園（℡４８９－３６３１）

通知する内容
平成２１年度
①年金加入期間（加入月数・納付済月数等）
②５０歳未満の方には加入実績に応じた年金見込額。５０
歳以上の方には、『ねんきん定期便』作成時点の加入制
度に引き続き加入した場合の将来の年金見込額。なお、
既に年金受給中（全額停止中も含む）の方には年金見込
額は通知しません。

③年金保険料の納付額（被保険者負担分累計）
④年金加入履歴（加入制度、事業所名、被保険者資格取得・
喪失年月日等）
⑤厚生年金のすべての期間の月毎の標準報酬月額・賞与額、
及び年金保険料納付額
⑥国民年金のすべての期間の月毎の年金保険料納付状況
（納付、未納、免除等の別）

平成２２年度以降
・上記①～③について、更新し通知する。また、上記⑤及
び⑥について、直近一年分を通知する。

・節目年齢時（３５歳、４５歳、５８歳）の方々に対しては、
２１年度と同内容を更新して通知する。

（1）

（2）



2009・29

【個人住民税（町県民税）の
　公的年金からの天引きが始まります】
　平成２１年１０月より、公的年金等に係る個人住民税
（町民税・県民税）を公的年金から特別徴収（天引き）さ
せていただくことになります。天引きされる公的年金と
は、老齢又は退職により受給することになる年金です。
例えば、老齢基礎年金・老齢厚生年金・退職共済年金な
どです。ただし、年額１８万円未満の公的年金からは天
引きされません。
　詳しくは、役場税務課へお問い合わせください。

【Ｑ＆Ａ】
Ｑ：年金特徴と普通徴収の選択はできないのですか？
Ａ：選択はできません。法令で対象となる方は全員年金

特徴（天引き）になります。

Ｑ：他の市へ転出した場合も年金特徴のままですか？
Ａ ： 他の市町村へ転居した場合は、年金天引きは中止さ
れ、残額は普通徴収になります。

Ｑ：転出以外で年金天引きが中止になる場合がありますか？
Ａ：公的年金等相当分の年税額に変更があった場合や、
介護保険特別徴収の対象者でなくなった場合などは、
年金天引きが中止されます。残額は普通徴収になりま
す。

Ｑ：遺族年金から介護保険を天引きされています。
　　住民税も遺族年金から天引きされるのですか？
Ａ：住民税の年金天引きは、介護保険料と同じ年金から
行うことになりますが、介護保険料が遺族年金や障害
年金から天引きされている場合は、住民税は天引きさ
れません。

◎ 納税は便利で安全、確実な口座振替を
　 ご利用ください。

◎ 町民税の申告（平成21年度分）
　平成20年中（１月から１２月まで）の所得につ
いて町民税の申告を受付します。給与支払報告書の
提出のあった方、又所得税の確定申告をされた方以
外の人は町民税の申告をしていただかなければなり
ません。特に国民健康保険に加入されている方は、
保険税算定に必要ですので必ず申告してください。
申告受付期間は２月16日から３月16日までです。

◎ 個人の道府県民税及び市町村民税の住宅   
    ローン控除について

（対象：平成11年１月１日から平成18年12月
31日までの間に入居した方）
　税源移譲の実施に伴い、平成19年分以降の所得
税から控除できることとされていた住宅借入金等特
別控除額が減少する方については、お住まいの市区
町村長へ毎年度申告（平成21年は３月16日（月）
提出期限）していただくことにより、その減少する
控除額を翌年度分（平成21年度分）の住民税から
控除することになります。詳しくは、税務課にお尋

ねください。

（注）

３月２日納期限です。
・固定資産税第４期分
・後期高齢者医療保険料 (普通徴収分 )８期分

◎ 町税等の納付について

税務課 (室 )からのお知らせ

◎ 身体障害者等に対する軽自動車税の減免
　身体障害者手帳、戦傷病者手帳、療育手帳又は精
神障害者保健福祉手帳を交付されている方のために
使用する軽自動車等（原動機付自転車、軽自動車、
小型特殊自動車及び２輪の小型自動車）で一定の要
件を満たす場合は、障害者の方１人について１台（自
動車税を含んで１台）に限り、申請により軽自動車
税の減免が受けられます。
　手帳要件等詳しくは役場税務課までお問い合わせ
ください。
　平成２０年度減免を受けた方には、更新手続きの
案内をお送りします。

申請場所 税務課・美里支所総務税務室
受付期間 　平成２１年度軽自動車税の申請は、平

成２１年２月２日より受け付けます。　
なるべくお早めに（3月中頃までに）申
請してください。なお、受付期限は納期
限の７日前（平成２１年度は５月２５
日）です。
　受付期限を経過しますと減免できま
せんのでご注意ください。

必要な書
類等

印鑑・身体障害者手帳等の原本・運転免
許証・車検証・生計同一証明書・通院
や通学等の証明書・常時介護証明書等

［免除申請］

　平成19年及び平成20年に入居した方につ
いては ､所得税（国税）の住宅借入金等特別控除
において、控除期間を15年とする特例が設けら
れています。
　なお、所得税の確定申告書を提出する場合に
は ､管轄の税務署長を経由して提出することが
できます。

℡489-5905
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山　
　

彦　
　
　

第
43
号

「
春
の
兆
」

　

二
月―

、
ま
だ
雪
の
降
る
日

も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
陽
の

光
が
明
る
く
な
っ
て
春
の
兆
し

も
感
じ
ら
れ
ま
す
。
節
分
、
立

春
を
過
ぎ
る
と
春
一
番
も
吹
き
、

そ
し
て
暦
を
見
る
と
雪
が
雨
に

変
わ
る
雨
水―

。

　

地
球
の
温
暖
化
と
は
い
え
、

古
来
よ
り
日
本
人
が
感
じ
た
四

季
の
移
ろ
い
は
ま
だ
あ
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。

　

あ
る
経
済
評
論
家
が
こ
れ
か

ら
の
時
代
に
私
た
ち
が
す
べ
き

こ
と
は
何
か
を
新
聞
で
述
べ
て

い
る
文
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

は
、「
気
づ
き
、
行
動
す
る
」。

自
分
の
ま
わ
り
で
何
が
起
こ
っ

て
い
る
か
、
い
ち
早
く
気
づ
き
、

そ
の
こ
と
に
対
し
て
、
ど
う
い

う
行
動
を
と
る
の
が
、
ベ
ス
ト

な
の
か
考
え
る
べ
き
だ
と
私
な

り
に
解
釈
し
た
の
で
す
が
、
ま

ず
は
「
周
囲
に
流
さ
れ
ず
に
気

づ
く
」
こ
と
か
ら
始
め
な
け
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

人
権
を
考
え
る
公
開
講
座

「
私
は
何
の
た
め
に
生
き
る
の
か

〜
ホ
ス
ピ
ス
か
ら
学
ぶ

い
の
ち
の
授
業
〜
」

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会

２
月
14
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
〜

紀
美
野
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

子
ど
も
の
傷
害
事
件
、
い
じ
め
、

自
殺
、『
い
の
ち
の
教
育
』
の
必
要
性

が
叫
ば
れ
る
今
、〝
な
ぜ
い
の
ち
が
大

切
か
〞
を
ど
の
よ
う
に
子
ど
も
た
ち

に
伝
え
て
い
ま
す
か
？

■
講
師　

三
浦
有
子
さ
ん
（
め
ぐ
み

在
宅
ク
リ
ニ
ッ
ク
「
ホ
ス
ピ
ス
か

ら
学
ぶ
い
の
ち
の
教
育
」
非
常
勤

講
師
）

　

講
演
後
、
り
ら
創
造
芸
術
高
等
専

修
学
校
生
徒
の
タ
ッ
プ
ダ
ン
ス
あ
り
。

■
定
員　

150
人
（
先
着
順
）

■
申
込
み　

住
所
、氏
名
、連
絡
先（
電

話
番
号
）
を
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は

Ｅ
メ
ー
ル
で
（
財
）
県
人
権
啓
発

セ
ン
タ
ー｢

人
権
セ
ミ
ナ
ー｣

へ

（
電
話
４
３
５―

５
４
２
０

　

F
ax

４
３
５―

５
４
２
１

　

M
ail sem

ina@
w
-jinken.jp

）

■
そ
の
他　

満
１
歳
か
ら
小
学
２
年

生
ま
で
の
お
子
さ
ん
の
一
時
保
育

を
行
い
ま
す
。

３
月
22
日
（
日
）午
前
８
時
30
分
受
付　

午
前
９
時
開
会
式

の
か
み
ふ
れ
あ
い
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
開
会
式

：

南
北
コ
ー
ス

東
西
南
北
36
ホ
ー
ル
プ
レ
ー

■
参
加
資
格　

　

①
〜
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方

①
昨
年
度
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

大
会
の
１
位
〜
３
位
の
方

②
本
年
度
の
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
協
会
主
催
の
大
会

（
春
、
夏
）
の
優
勝
者

③
本
年
度
の
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
協
会
主
催
の
大
会

（
春
、
夏
）
で
参
加
標
準

ス
コ
ア
（
２
ラ
ウ
ン
ド
、

男
性
120
以
下
、
女
性
132

以
下
）
を
記
録
し
た
方

※
①
〜
③
に
該
当
す
る
方

は
、
ふ
れ
あ
い
公
園
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
受
付
等
に
掲

示
し
ま
す
。

■
参
加
費

１
，
５
０
０
円

（
申
込
み
後
の
キ
ャ
ン
セ

ル
は
、
受
付
期
間
中
は
全

額
返
金
、
そ
れ
以
降
は
返

金
不
可
。
た
だ
し
、
参
加

資
格
①
も
し
く
は
②
に
該

当
す
る
方
は
無
料
、
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
は
１
，

０
０
０
円
）

■
申
込
方
法

参
加
資
格
①
②
に
該
当
す

る
方
に
は
事
務
局
よ
り
招

待
状
を
送
り
ま
す
。
参
加

資
格
③
に
該
当
す
る
方
は

２
月
16
日
〜
３
月
10
日
ま

で
に
中
央
公
民
館
又
は
文

化
セ
ン
タ
ー
へ
参
加
費
を

添
え
て
申
込
み
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

小
雨
決
行
、
荒
天
中
止

（
態
度
決
定
は
当
日
午
前

６
時
）

※
予
備
日
３
月
29
日
（
日
）
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図
書
室
だ
よ
り

２
月
の
臨
時
天
文
教
室

　
「
和
歌
山
大
生
に
よ
る

研
究
紹
介
」

２
月
15
日
（
日
）

午
後
２
時
〜
（
約
２
時
間
）

み
さ
と
天
文
台

■
申
込
不
要
・
参
加
無
料

■
発
表
者　

宮
﨑
恵
、
菊
池
か

お
り
（
和
大
４
回
生
）

　

和
歌
山
大
学
教
育
学
部
天
文

学
ゼ
ミ
の
４
回
生
に
卒
業
論
文

で
取
り
組
ん
で
い
る
研
究
テ
ー

マ
を
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
て

頂
き
ま
す
。

お
は
な
し
会

■
文
化
セ
ン
タ
ー

２
月
４
日
（
水
）

午
後
３
時
〜　

１
時
間

（「
ほ
た
る
」
の
皆
さ
ん
）

■
中
央
公
民
館

２
月
18
日
（
水
）

午
後
２
時
30
分
〜　

１
時
間

（「
野
い
ち
ご
の
会
」
の
皆

さ
ん
）

た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ

【
百
冊
】

田
渕
綾
乃（
第
二
保
）

宮
下
絵
菜（
小
川
小
３
年
）

【
五
百
冊
】

森
谷
澄
花（
下
小
２
年
）

放
課
後
こ
ど
も
教
室

　

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム

　

中
央
公
民
館
（
保
育
室
）・

文
化
セ
ン
タ
ー
（
ホ
ワ
イ
エ
）

で
、
月
曜
〜
金
曜
（
午
後
２
時

〜
５
時
）
の
放
課
後
を
楽
し
く

過
ご
そ
う
！

■
中
央
公
民
館

４
日　

な
わ
と
び
大
会

18
日　

絵
本
の
読
み
き
か
せ

（
野
い
ち
ご
の
会
）

25
日　

折
紙
豆
本
を
つ
く
ろ

う
！

■
文
化
セ
ン
タ
ー

４
日　

絵
本
の
読
み
き
か
せ

　
　
（
ほ
た
る
）

18
日　

な
わ
と
び
大
会

25
日　

折
紙
豆
本
を
つ
く
ろ

う
！

■
移
動
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム

小
川
地
区
公
民
館

６
日　

人
形
劇
と
読
み
き
か
せ

（
ひ
ま
わ
り
の
た
ね
）

高
齢
者
学
級
の
ご
案
内

■
２
月
17
日
（
火
）

午
後
１
時
30
分
〜

長
谷
毛
原
健
康
セ
ン
タ
ー

講
師　

岡
地
英
紀
先
生

■
２
月
25
日
（
水
）

午
後
１
時
30
分
〜

か
し
こ
荘

講
師　

坂
口
健
太
郎
先
生

　
「
い
き
い
き
と
健
康
に
暮
ら

す
」
を
テ
ー
マ
に
医
師
に
よ
る

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ

ま
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

２
月
22
日
（
日
）

午
後
１
時
30
分
〜
（
約
２
時
間
）

中
央
公
民
館

　
『
カ
プ
ラ
』
は
、
一
見
す
る

と
単
純
な
板
き
れ
。
で
も
実
は

そ
の
全
て
が
計
算
さ
れ
尽
く
し

た「
究
極
の
板
」で
す
。
イ
メ
ー

ジ
し
た
も
の
を
自
由
に
形
に

し
て
み
ま
せ
ん
か
？
１
枚
の

板
か
ら
無
限
の
可
能
性
が
広

が
り
ま
す
。

■
対
象
者　

一
般
成
人

■
参
加
費　

無
料

■
募
集
人
数　

20
名　

■
申
込
み　

中
央
公
民
館
へ

■
締
め
切
り　

２
月
16
日

映
画
上
映
会

　
「
崖
の
上
の
ポ
ニ
ョ
」

２
月
８
日
（
日
）

午
後
１
時
30
分
〜（
開
場
午
後
１
時
）

文
化
セ
ン
タ
ー

■
入
場
料
（
全
自
由
席
）

中
学
生
以
下　

５
０
０
円

（
た
だ
し
３
歳
未
満
無
料
）

大
人　

１
，
０
０
０
円

※
前
売
り
券
完
売
の
場
合

は
当
日
券
な
し

■
入
場
券
販
売
所

文
化
セ
ン
タ
ー
、
中
央
公
民

館
、
美
里
支
所
、
国
吉
・
長

谷
毛
原
・
真
国
出
張
所
、
小

川
・
志
賀
野
地
区
公
民
館

※
販
売
時
間
は
各
施
設
の

開
館
、
営
業
時
間
内
と
な

り
ま
す
。

■
問
合
せ　

文
化
セ
ン
タ
ー2008 二馬力・GNDHDDT

新
刊
紹
介

中
央
公
民
館

■
「
彼
女
に
つ
い
て
」

よ
し
も
と
ば
な
な
・
著

■
「
悼
む
人
」

天
童
荒
太
・
著

■
「
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
」

新
津
き
よ
み
・
著

■
「『
脳
に
い
い
こ
と
』
だ
け

を
や
り
な
さ
い
！
」

マ
ー
シ
ー
・
シ
ャ
イ
モ
フ
・
著

■
「
食
品
保
存
・
使
い
き
り
便

利
帳
」

フ
ル
タ
ニ
マ
サ
エ
・
著

■
「
コ
リ
ア
ン
ダ
ー
と
妖
精
の

国
」サ

リ
ー･

ガ
ー
ド
ナ
ー
・
著

■
「
お
つ
き
さ
ん
」

安
川
眞
慈
・
著

■
「
ペ
ネ
ロ
ペ
こ
わ
い
ゆ
め
を

や
っ
つ
け
る
」

ア
ン
・
グ
ッ
ト
マ
ン
・
著他

文
化
セ
ン
タ
ー

■
「
ち
ょ
い
な
人
々
」

荻
原
浩
・
著

■
「
チ
ェ
ー
ン
・
ポ
イ
ズ
ン
」

本
多
孝
好
・
著

■
「
造
花
の
蜜
」

連
城
三
紀
彦
・
著

■
「
イ
ノ
セ
ン
ト
・
ゲ
リ
ラ
の

祝
祭
」　　
　
　

海
堂
尊
・
著

■
「
い
え
で
で
で
ん
し
ゃ
は
が

ん
ば
り
ま
す
。」

あ
さ
の
あ
つ
こ
・
著

■
「
キ
ミ
が
勉
強
す
る
理
由
」

藤
原
和
博
・
著

■
「
え
り
ま
き
の
花
」

い
も
と
よ
う
こ
・
著

■
「
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
ま
ち
」

深
見
春
夫
・
著他

休
館
の
ご
案
内

　

２
月
16
日
（
月
）
〜
２
月
27

日
（
金
）
の
間
、
105
㎝
反
射
望

遠
鏡
の
整
備
に
伴
い
天
文
台
が

終
日
休
館
い
た
し
ま
す
。
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座

「
魔
法
の
板
・
カ
プ
ラ
」
で
作
ろ
う



2009・2 12

紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

そ
の
三
十
四

有
形
文
化
財

名
称　

赤し
ゃ
く
ど
う銅
鳥と

り
く
び頸
太た

ち刀

（
野
上
八
幡
宮
所
蔵
）

総
長
一
一
八・〇
㎝　

身
長
七
八・九
㎝

　
「
野
上
八
幡
宮
歴
代
記
」
に
、
こ

の
太
刀
に
関
す
る
記
事
が
あ
り
ま

す
。
寛
永
十
九
年
（
一
六
四
二
）

十
二
月
に
、
太
刀
三
振
が
盗
難
に
あ

い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、即
ち
真さ
ね
な
が長（
二

尺
九
寸
）、
関
（
二
尺
七
寸
）、
無
銘

青
江
（
二
尺
一
寸
）
の
三
振
で
す
。

こ
の
こ
と
が
藩
主
頼
宣
に
き
こ
え
、

翌
寛
永
二
十
年
一
月
二
十
三
日
付
で

高
札
を
立
て
て
捜
索
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。そ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、

盗
人
が
あ
ら
わ
れ
、大
和
（
奈
良
県
）

吉
野
郡
横
川
の
市
助
と
い
う
者
で
、

そ
の
者
の
妻
子
と
共
に
五
人
を
岩
出

の
川
原
で
、
張
付
の
刑
に
処
せ
ら
れ

ま
し
た
。
そ
れ
以
後
、
戻
っ
た
太
刀

三
振
の
心
（
し
ん
）
に
「
紀
伊
国
那

賀
郡
野
上
村
八
幡
宮
太
刀
」
と
彫
り

付
け
赤
銅
作
と
し
た
と
い
い
ま
す
。

　

拵
こ
し
ら
えは
江
戸
時
代
前
期
、
刀
身
は
鎌

倉
時
代
の
も
の
。
刀
身
の
作
者
、
真

長
は
鎌
倉
末
期
に
活
躍
し
た
備
前

長お
さ
ふ
ね船
派
の
名
工
で
す
。

第
８
回
和
歌
山
県
市
町
村
対
抗

　

ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
競
争
大
会

　

来
る
２
月
15
日
（
日
）
県
庁

〜
マ
リ
ー
ナ
シ
テ
ィ
間
（
25
ｋ

ｍ
、
10
区
間
）
で
開
催
さ
れ
る

第
８
回
和
歌
山
県
市
町
村
対

抗
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
大
会
に
今

年
は
２
チ
ー
ム
出
場
す
る
た
め

に
、
紀
美
野
町
選
手
団
は
昨
年

８
月
以
来
練
習
に
励
ん
で
き
ま

し
た
。
大
会
ま
で
残
り
わ
ず
か

と
な
り
ま
し
た
が
、
精
一
杯
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ

ま
の
あ
た
た
か
い
ご
声
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

当
町
チ
ー
ム
の
監
督
・
コ
ー

チ
・
選
手
は
以
下
の
通
り
で
す
。

　

こ
ん
に
ち
は
、
野
上
ダ
ン
ス

サ
ー
ク
ル
で
す
。

　

私
た
ち
は
毎
週
木
曜
日
、
中

央
公
民
館
で
、
夜
７
時
か
ら
９

時
ま
で
練
習
し
て
い
ま
す
。
先

生
に
教
え
て
い
た
だ
く
時
間
は

８
時
か
ら
９
時
ま
で
で
す
。
そ

の
他
の
時
間
は
、
自
由
に
練
習

し
た
り
、
生
徒
同
士
で
教
え
あ
っ

た
り
し
て
い
ま
す
。

　

練
習
の
時
は
、
動
き
や
す
い

服
装
で
す
が
、
発
表
会
や
ダ
ン

ス
パ
ー
テ
ィ
ー
の
時
は
、
普
段

で
は
で
き
な
い
お
し
ゃ
れ
を
し

て
、
楽
し
く
踊
り
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
、
一
度
覗

い
て
く
だ
さ
い
。

『
社
交
ダ
ン
ス
・

野
上
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
』

■
選
手
団
紹
介

【
監　

督
】

大
岩
勝
良

【
コ
ー
チ
】

北
広
海
、
丸
畑
明
彦
、

森
端
哲
哉
、
安
田
雄
一
、

福
田
惠
介
、
岩
橋
公
彦

【
選　

手
】

《
小
学
生
男
子
》

山
路
逸
斗
、
池
原
悠
葵
、

杉
岡
直
貴
、
井
川
拓
実
、

應
地
峯
広
斗
、
芝
山
慶
太
、

道
浦
瑛
生
、
寺
本
和
樹
、

久
保
拓
巳
、
田
伏
俊
輝
、

後
呂
仁
一
郎
、
新
宅
聖
也
、

油
谷
基
希
、
樋
瀬
大
輝

《
小
学
生
女
子
》

髙
橋
沙
希
、
原
絵
里
香
、

髙
木
彩
雪
莉
、
温
井
麻
琴
、

上
中
麻
瑚
、
山
本
紗
矢
香
、

紺
谷
文
香
、
堂
上
博
子

《
中
学
生
男
子
》

中
田
瑛
次
、
梅
原
雅
之
、

中
西
瑞
貴
、
山
本
倖
慶
、

田
伏
雅
也
、
楠
岡
佳
一
、

西
谷
淳
、
梅
原
久
徳
、

西
原
志
起
、
杉
岡
大
輝
、

西
川
大
稀
、
中
谷
風
太
、

中
野
尻
祥

《
中
学
生
女
子
》

宮
脇
杏
奈
、
久
保
雅
美
、

上
中
梨
瑚
、
井
堰
千
穂
、

長
峯
実
咲
、
堀
口
雛
世
、

若
林
由
佳
、
細
峪
由
麻
、

北
ゆ
う
佳
、
丸
畑
七
海

白
銀
の
世
界
を
楽
し
ん
だ

　

ス
キ
ー
＆
ス
ノ
ボ
体
験
教
室

　

１
月
９
日
（
金
）
〜
11
日

（
日
）、
36
名
の
参
加
者
と
ス

タ
ッ
フ
７
名
の
計
43
名
で
長
野

県
の
栂
池
高
原
ス
キ
ー
場
へ
向

け
出
発
し
ま
し
た
。

　

翌
朝
、
目
を
覚
ま
す
と
雪

が
深
々
と
降
っ
て
い
ま
し
た
。

さ
っ
そ
く
着
替
え
て
ゲ
レ
ン
デ

へ
。
風
も
吹
き
始
め
視
界
も
少

し
悪
い
中
で
し
た
が
、
初
心
者

の
子
ど
も
達
も
ス
タ
ッ
フ
の
丁

寧
な
指
導
で
メ
キ
メ
キ
と
上
達

し
、
半
日
練
習
す
る
だ
け
で
、

ボ
ー
ゲ
ン
で
滑
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
１
日
半
と
い
う
短

い
間
で
し
た
が
、
各
々
雪
国
を

楽
し
み
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。
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業
を
限
ら
れ
た
人
数
で
行
う
に

は
、
来
台
数
の
少
な
い
こ
の
時

期
が
適
当
で
す
。
そ
の
た
め
毎

年
２
月
に
は
整
備
期
間
と
し
て

お
休
み
を
頂
き
、
以
上
の
よ
う

な
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
春
・
夏
・
秋
と
陽

気
の
良
い
と
き
に
来
て
、
天
文

台
で
楽
し
ん
で
頂
け
る
よ
う
頑

張
っ
て
作
業
し
て
い
ま
す
。
ま

た
暖
か
く
な
っ
た
ら
足
を
運
ん

で
頂
け
ま
す
よ
う
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

（
研
究
員　

小
澤
友
彦
）

　
「
冬
場
は
暇
だ
よ
ね
〜
」
な

ん
て
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
確
か

に
お
客
様
の
来
台
数
は
、
夏
場

に
比
べ
落
ち
込
み
ま
す
。
来

台
数
の
ピ
ー
ク
は
お
盆
の
頃
。

次
が
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
。

１
、２
月
は
来
台
数
も
少
な
く

「
接
客
」
の
面
で
は
余
裕
が
で

き
ま
す
。

　

大
型
望
遠
鏡
を
は
じ
め
、
展

示
物
や
施
設
・
設
備
の
維
持
管

理
に
は
、
か
な
り
の
人
手
が
掛

か
り
ま
す
。
電
気
や
土
木
工
事

な
ど
専
門
技
術
が
必
要
な
も
の

は
地
域
の
お
店
・
事
業
所
に
改

修
・
維
持
管
理
を
お
願
い
し
ま

す
。
し
か
し
そ
の
他
は
、
研

究
員
や
職
員
が
協
力
し
て
補

修
や
維
持
の
た
め
の
作
業
を

し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
維
持
管
理
の
作

あ
と
、
蒸
し
た
も
ち
米
を
臼
に

入
れ
、
さ
あ
始
ま
り
で
す
。
ま

ず
、
こ
ね
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ

れ
は
難
し
く
「
し
ん
ど
い
」「
だ

れ
か
代
わ
っ
て
」
と
ふ
ー
ふ
ー

言
い
な
が
ら
が
ん
ば
っ
て
い

ま
し
た
。

　

次
は
、
杵
を
振
り
上
げ
ま
し

た
が
、「
腰
を
い
れ
て
」「
も
っ

と
振
り
上
げ
て
」
と
、
な
か
な

か
う
ま
く
つ
け
ま
せ
ん
。
手
水

の
相
方
と
も
呼
吸
が
合
わ
ず
悪

戦
苦
闘
で
す
。
ま
わ
り
か
ら
か

け
声
が
入
り
、
次
第
に
リ
ズ
ム

よ
く
つ
け
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
で
き
た
て
の
も
ち
は

み
ん
な
で
ま
る
め
て
他
の
学
年

に
も
分
け
ま
し
た
。

　

も
ち
つ
き
大
会
の
感
想
を
聞

く
と
「
も
ち
つ
き
っ
て
こ
ん
な

に
し
ん
ど
い
も
の
と
は
知
ら
な

か
っ
た
。」
と
言
い
な
が
ら
、

つ
き
た
て
の
お
も
ち
を
ほ
お

ば
っ
て
い
ま
し
た
。

　

12
月
11
日
（
木
）
恒
例
の
も

ち
つ
き
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
日
は
、
Ｊ
Ａ
な
が
み

ね
・
育
友
会
の
生
活
指
導
人
権

部
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の
方
々
を

含
め
、
26
名
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
５
年
生
と
一
緒
に
も
ち

を
つ
き
ま
し
た
。

　

前
日
か
ら
、
も
ち
米
を
水
に

ひ
た
し
た
り
、
臼
や
杵
を
洗
っ

た
り
し
て
準
備
を
し
ま
し
た
。

　

学
年
代
表
の
尾
初
瀬
朋
花
さ

ん
が
「
長
い
伝
統
の
あ
る
も
ち

つ
き
大
会
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
ご
指
導
く

だ
さ
い
。」
と
の
あ
い
さ
つ
の

天
文
台
だ
よ
り

学
校
だ
よ
り

「
し
ん
ど
か
っ
た
も
ち
つ
き
大
会
」

紀
美
野
町
立
野
上
小
学
校

「
天
文
台
の
紹
介
、
そ
の
②
」

　

歌
の
小
道

初
夢
や
覚
め
て
忘
る
る
程
の
こ
と　
　
　
　
　
　

手
拝
て
る
代

石
垣
の
石
を
庇
ひ
さ
し

に
冬
菫す
み
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
惇
子

初
夢
の
赤
き
椿
と
青
き
海　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
拝
な
を
み

猫ね
こ
ざ
め鮫

の
顔
面
白
く
糶せ

ら
れ
け
り　
　
　
　
　
　
　
　

口
井
重
信

冬
ざ
れ
や
鎮
守
の
森
の
一い
ち
い
が
し

位
樫　
　
　
　
　
　
　
　

田
代
哲
郎

満
載
の
箱
舟
重
き
蓮は

す
ね
ほ
り

根
掘　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
野
昭
子

本
殿
で
お
祓は
ら

ひ
を
受
け
初
句
会　
　
　
　
　
　
　

口
井
ト
シ
子

こ
こ
か
ら
は
夫つ

ま

の
出
番
や
年
用
意　
　
　
　
　
　
　

阪
口
早
苗

初は
つ
せ
り糶

や
秤

は
か
り

の
針
の
跳
ね
上
が
り　
　
　
　
　
　
　
　

岩
間
文
鳥

年
越
し
に
孫
が
数
へ
て
手
で
持
て
ぬ　
　
　
　
　
　
　

浴
俊
夫

雪
晴
れ
て
峰
よ
り
出い
で

し
寒
月
の

　
　
　

隈
な
く
照
ら
し
山
野
煌
く　
　
　
　
　
　
　

阪
上
松
作

バ
ス
の
中
お
し
ゃ
べ
り
つ
き
ず
胸
の
内

　
　
　

皆
は
き
出
し
て
旅
は
終
り
ぬ　
　
　
　
　
　

段
木
幸
代

夕
立
は
領ひ

れ巾
ふ
る
や
う
に
降
り
い
で
し

　
　
　

峰
は
音
な
く
し
ば
し
遠
退
く
（
黒
沢
山
）　

山
本
綾
子

陽
を
吸
ひ
て
土
や
は
ら
か
に
暖
か
し

　
　
　

植
ゑ
ゆ
く
玉
葱
に
そ
の
土
を
寄
す　
　
　
　

吉
村
紀
子

か
が
り
火
は
月
の
夜
空
に
燃
え
た
ち
て

　
　
　

能
舞
ふ
人
の
手
振
り
足
踏
み　
　
　
　
　
　

今
出
瑞
子

ノ
ー
ベ
ル
賞
四
人
も
受
賞
に
輝
や
き
て

　
　
　

未
来
に
羽は

ば

た摶
く
祖
国
の
名
誉　
　
　
　
　
　

森
下
玉
子

朝
夕
の
日
課
と
す
べ
し
ス
ト
レ
ッ
チ

　
　
　

転
ば
ぬ
よ
う
に
懸
命
に
成
す　
　
　
　
　

中
道
と
し
み

元
旦
の
朝

あ
し
た

の
空
は
鉛

な
ま
り

色

　
　
　

不
況
を
告
げ
て
氷
雨
降
り
つ
ぐ　
　
　

滝
垣
内
嘉
代
子

携
帯
の
置
場
忘
れ
て
電
話
掛
く

　
　
　

あ
ら
あ
ら
あ
そ
こ
曲
流
れ
て
る　
　
　
　

上
中
前
澄
子
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平
成
20
年
中
に
お
け
る
紀
美

野
町
消
防
署
管
内
の
火
災
・
救

急
・
救
助
の
出
場
件
数
を
紹
介

し
ま
す
。

火
災
出
動
件
数
の
状
況

　

平
成
20
年
中
の
火
災
件
数
は

11
件
で
、
前
年
に
比
べ
て
３
件

増
加
し
て
い
ま
す
。

　

火
災
種
別
で
み
る
と
、
建
物

火
災
３
件
、
林
野
火
災
４
件
、

車
両
火
災
１
件
、
そ
の
他
火
災

３
件
で
、
出
火
原
因
と
し
て
焚

き
火
に
関
連
す
る
も
の
が
３

件
、落
雷
に
よ
る
も
の
が
２
件
、

タ
バ
コ
・
ガ
ス
コ
ン
ロ
・
か
ま

ど
・
接
触
火
花
に
よ
る
も
の
が

各
１
件
、
不
明
が
２
件
と
な
っ

て
い
ま
す
。

表
（
１
）
は
、
平
成
20
年
中
の

12月の消防の動き
●火災発生件数…０件
【事故種別搬送人員】

管　内 管　外 合　計
急 病 31（１） （　） 31（１）
一 般 負 傷 ５（　） （　） ５（　）
交 通 事 故 ２（　） （　） ２（　）
そ の 他 ５（　） （　） ５（　）
合 計 43（１） （　） 43（１）
※（　）内については、ドクターヘリ搬送

火
災
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番

火
の
し
ま
つ　

君
が
し
な
く
て　

誰
が
す
る

火
災
件
数
で
す
。

救
急
出
場
件
数
の
状
況

　

平
成
20
年
中
の
救
急
出
場
件

数
は
、合
計
５
４
９
件
で
し
た
。

前
年
に
比
べ
て
19
件
減
少
し
て

い
ま
す
。

　

事
故
種
別
ご
と
の
出
場
件
数

で
み
る
と
、
最
も
多
い
の
は
急

病
の
３
４
５
件
（
64
％
）
で
、

前
年
に
比
べ
24
件
減
少
し
て
い

ま
す
。
続
い
て
一
般
負
傷
の
88

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・
再
講
習
は

平
成
21
年
３
月
１
日
（
日
曜
日
）

表（１）平成２０年中の火災件数
建物火災　・・・・・・　３件
林野火災　・・・・・・　４件
車両火災　・・・・・・　１件
その他火災　・・・・・　３件
合　　　計　・・・・　１１件

0

100

200

300

400
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600

急病 一般負傷 交通事故 その他 合計

Ｈ20年 Ｈ19年

件
（
17
％
）
で
、
前
年
に
比
べ

７
件
減
少
し
、
次
に
交
通
事
故

の
47
件
（
９
％
）
で
、
前
年
に

比
べ
て
９
件
増
加
し
て
い
ま

す
。そ
の
他
が
69
件（
10
％
）で
、

前
年
に
比
べ
３
件
増
加
し
て
い

ま
す
。

　

又
、
救
急
出
場
に
伴
い
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
を
要
請
し
た
救
急
事

案
は
27
件
で
、
前
年
に
比
べ
３

件
減
少
し
て
い
ま
す
。
救
急
医

療
情
報
シ
ス
テ
ム
等
を
利
用
し

て
の
「
病
院
紹
介
」
は
２
８
８

件
で
前
年
に
比
べ
49
件
減
少
し

て
い
ま
す
。

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
要
請
時
に

は
、
離
着
陸
場
に
於
い
て
医
師

に
よ
る
専
門
的
治
療
が
施
さ
れ

る
為
、
離
陸
ま
で
時
間
を
要
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
又
、
砂

ほ
こ
り
や
騒
音
で
ご
迷
惑
お
か

け
し
て
い
ま
す
が
、
尊
い
生
命

を
救
う
為
、
皆
様
方
の
深
い
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

表
（
２
）
は
、
事
故
種
別
ご
と

の
救
急
出
場
件
数
で
す
。

救
助
出
動
件
数
の
状
況

　

事
故
等
に
よ
る
救
助
出
動
件

数
は
11
件
で
前
年
よ
り
６
件
増

加
と
な
っ
て
い
ま
す
。内
訳
は
、

交
通
事
故
５
件
、
そ
の
他
の
事

故
６
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

警
戒
出
動
・
そ
の
他
出
動
件
数

の
状
況

　

警
戒
出
動
件
数
は
７
件
で
前

年
よ
り
３
件
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

又
、そ
の
他
出
動
は
13
件
で
、

前
年
よ
り
24
件
減
少
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
内
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
要
請
に
伴
う
出
動
が
４
件
、

捜
索
活
動
が
２
件
と
な
っ
て
い

ま
す
。

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

　

平
成
20
年
３
月
か
ら
全
て
の

事
業
所
（
既
に
防
火
査
察
で
お

伺
い
し
た
事
業
所
は
除
く
）
へ

防
火
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

火
気
や
電
気
・
ガ
ス
器
具
取
り

扱
い
場
所
等
の
確
認
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

お
伺
い
す
る
と
き
に
は
、
必

ず
消
防
手
帳
を
提
示
し
身
分
を

明
ら
か
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
又
、
で
き
る
限
り
短
時
間

で
実
施
致
し
ま
す
の
で
、
火
災

予
防
の
た
め
ご
協
力
賜
り
た
く

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

尚
、
時
節
柄
「
消
防
署
の
ほ

う
か
ら
来
ま
し
た
。」
と
い
い

な
が
ら
、
消
火
器
や
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
売
り
つ
け
る
悪
質

な
訪
問
販
売
も
発
生
し
て
お
り

ま
す
。
消
防
署
で
物
品
を
販
売

す
る
こ
と
は
一
切
ご
ざ
い
ま
せ

ん
の
で
注
意
し
て
下
さ
い
。

３
月
１
日
〜
３
月
７
日　
　

　

春
の
火
災
予
防
運
動

サ
イ
レ
ン
吹
鳴
に
つ
い
て

　

本
年
も
春
の
火
災
予
防
運
動

実
施
に
伴
い
、
左
記
の
通
り
サ

イ
レ
ン
の
吹
鳴
を
い
た
し
ま
す

の
で
火
災
と
お
間
違
え
の
な
い

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

①
吹
鳴
日
時

　

平
成
21
年
３
月
１
日
（
日
）

　

午
前
７
時
00
分

②
吹
鳴
方
法

　

一
声
（
１
分
間
）

３
月
７
日　

消
防
記
念
日

申
し
込
み
（
問
い
合
わ
せ
）
先

紀
美
野
町
消
防
本
部　

警
防
課
ま
で

（
℡
４
８
９―

６
３
０
２
）

表（２）　事故種別ごとの救急出場件数
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日　　時 イベント名 開催場所 問い合わせ先（電話番号）
４日（水）11:00 ～ 犬ねこの譲渡講習会【８日（日）・22日（日）】県動物愛護センター 県動物愛護センター 489-6500
５日（木）

〃　　 10:00 ～

移動町長室【１６日（月）】

ビジネス向けパソコン基礎講座

美里支所

中央公民館

総務課
総務・税務室
生涯学習課

489-5912
495-3471
489-5915

７日（土）13:30 ～ 児童館料理教室 中央公民館 青少年センター 489-5909
８日（日）13:30 ～ 映画「崖の上のポニョ」上映会 文化センター 学事生涯学習室 495-9055
14日（土）13:30 ～ 人権を考える公開講座 総合福祉センター 生涯学習課 489-5915
15日（日）
〃　　

9:00 ～
14:00 ～

和歌山県市町村対抗ジュニア駅伝競走大会
臨時天文教室

和歌山市
みさと天文台

生涯学習課
みさと天文台

489-5915
498-0305

16日（月） 天文台休館（全日）【～２７日（金）】 みさと天文台 みさと天文台 498-0305
17日（火）13:30 ～ 高齢者学級 長谷毛原健康センター 生涯学習課 489-5915
１8日（水）

〃　　

13:00 ～

17:30 ～

14:00 ～

行政相談【～15:00】

役場窓口業務時間延長【～20:00】

臨時天文教室

中央公民館・美里支所

役場本庁・美里支所

みさと天文台

総務課
総務・税務室
住民課
住民・福祉室
みさと天文台

489-5912
495-3471
489-5903
495-3463
498-0305

19日（木）10:30 ～ 出張パソコン塾 中央公民館 生涯学習課 489-5915
22日（日）13:30 ～ 生涯学習ボランティア養成講座 中央公民館 生涯学習課 489-5915
25日（水）13:30 ～ 高齢者学級 かしこ荘 生涯学習課 489-5915

２月

　寒中お見舞申し上げます。
　一年で一番寒い時期を迎えます。また ､２月は「逃げる」と
言われるほど過ぎるのが早く、すぐそこに暖かい『春』がやっ
てきています。特に受験生の皆さんは、風邪など引かないよう
に健康管理には十分注意をして下さい。
　また、15日には和歌山市で市町村対抗ジュニア駅伝競走大会
が開かれ、各市町村のたすきがつながれます。本町チームも大
会に向けて練習に励んでいます。　
　皆さん、ご声援よろしく。頑張れ「紀美野町チーム」！！

編 集 後 記

（平成20年12月末現在）

紀美野町面積128.31km2

人の動き
総人口………… 11,294人
 　男　………… 5,252人
 　女　………… 6,042人
 世帯数………… 4,643世帯

　紀美野町では、平成20年12月 15日より、地方税「法
人町民税」「固定資産税」「個人住民税」の電子申告サービス
がご利用いただけるようになりました。

地方税電子申告サービス（eLTAX）

eLTAXを利用するには
↓

地方税電子化協議会ホームページへ
アクセスしてください。
http://www.eltax.jp/

従業員（給与所得者）の町県民税は、
事業者（給与支払者）が毎月徴収し、
市町村に納付しなければなりません。

　従業員（給与所得者）の町県民税は、事業者（給与支払
者）が、給与を支払う時に、天引きし、市町村に納めるこ
とになっています。これを特別徴収といいます。（地方税
法第３２１条の３）従業員の所得税は給与から源泉徴収し
ているけれど町県民税は特別徴収していないということは
ありませんか。
　詳しくは、税務課町県民税係までお問い合わせください。

役場本庁　税務課
℡　４８９－５９０５

「ワークフェスタ２００９
合同就職面接会」を開催します。

　この面接会は、現在仕事をお探しの一般の求職者及び平
成２１年３月新規学校卒業予定の就職未内定生徒・学生を
対象に実施いたします。
　また、キャリア形成支援コーナー、情報提供・相談コー
ナーも設けます。入退場は自由です。
　なお、面接をご希望の方は、履歴書を必要部数ご持参く
ださい。
日 　 時

場 　 所

参 加 費
事 業 所 数
主 催

平成２１年２月２０日（金）
12：30～ 16：30
ホテル　グランヴィア和歌山　６階
和歌山市友田町５丁目１８番地
ＪＲ和歌山駅前より徒歩１分
無料
７０社（予定）
和歌山労働局・ハローワーク（和歌山、
湯浅、かいなん、橋本）
和歌山県、和歌山市
独立行政法人　雇用・能力開発機構　
和歌山センター
和歌山県経営者協会

問 い 合 わ せ は
海南公共職業安定所　職業紹介部門
℡　０７３－４８３－８６０９
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町民の安全と安心な暮らしを願って町民の安全と安心な暮らしを願って
平成21年　紀美野町消防訓練初め式平成21年　紀美野町消防訓練初め式

晴
れ
や
か
に

　

百
十
一
人
が
二
十
歳
の
門
出

晴
れ
や
か
に

　

百
十
一
人
が
二
十
歳
の
門
出

平
成
21
年
紀
美
野
町
成
人
式

平
成
21
年
紀
美
野
町
成
人
式

新
成
人
を
代
表
し
て
〝
お
礼
の
言
葉
〞

を
述
べ
る
中
家 

彩
さ
ん

　

１
月
11
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
か

ら
、
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
で
平
成
21

年
紀
美
野
町
成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
昭
和
63
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
元
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

１
１
１
人
（
男
性
54
人
、
女
性
57
人
）

が
対
象
。

　

当
日
は
艶
や
か
な
晴
れ
着
や
新
し
い

ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
87
人
が
出
席
。

会
場
内
は
久
し
ぶ
り
に
会
う
旧
友
た
ち

と
楽
し
く
語
り
あ
っ
た
り
、
写
真
を
撮
っ

た
り
終
始
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま

れ
て
い
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
国
歌
斉
唱
、
紀
美
野
町
民

歌
斉
唱
の
後
、
寺
本
町
長
の
挨
拶
、
来

賓
祝
辞
が
あ
り
、
最
後
に
、
中
家 

彩
さ

ん
（
井
堰
）
よ
り
成
人
を
代
表
し
て
〝
お

礼
の
言
葉
〞
が
述
べ
ら
れ
、
式
は
終
了

し
ま
し
た
。

　

式
後
、
記
念
撮
影
が
あ
り
、〝
成
人
の

一
歩
〞
を
カ
メ
ラ
に
収
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

積
雪
が
残
る
寒
い
中
、

１
月
11
日
（
日
）
午
前

９
時
か
ら
紀
美
野
町
農

村
総
合
セ
ン
タ
ー
で
消

防
団
員
、
消
防
署
員
総

勢
６
０
６
名
が
参
加
し

て
、
紀
美
野
町
消
防
訓

練
初
め
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

式
典
で
は
、
寺
本
町
長

の
式
辞
、
七
良
浴
消
防

長
の
訓
示
の
後
、
団
員

表
彰
、新
入
団
員
（
18
名
）

の
紹
介
、
第
13
分
団
（
国

吉
地
区
）
に
よ
る
ポ
ン

プ
操
法
の
披
露
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
紀
美
野
町
吹
奏
楽
団
の
演
奏
に

よ
り
、一
層
式
典
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
、分
列
行
進
、同
セ
ン
タ
ー

下
の
河
原
で
放
水
訓
練
が
行
わ
れ
、
一
糸

乱
れ
ぬ
行
動
の
団
員
か
ら
は
、
町
民
の
生

命
と
財
産
を
守
る
と
い
う
士
気
が
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。

式典風景

分列行進 第13分団によるポンプ操法


